
序
 
 

一
九
二
四
年
六
月
の
築
地
小
劇
場
の
開
場
は
、
日
本
に
お
け
る
西
洋
 
 

演
劇
の
上
演
史
に
一
時
代
を
画
す
る
で
き
ど
と
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
 
 

ゲ
ー
リ
ン
グ
（
R
．
G
O
①
r
i
n
叫
）
の
『
海
戦
』
（
S
e
e
s
e
h
－
a
c
h
t
）
は
、
「
表
 
 

現
主
義
演
劇
」
の
日
本
に
お
け
る
最
初
の
本
格
的
な
上
演
で
あ
る
と
受
 
 

け
取
ら
れ
、
観
客
の
中
に
、
「
築
地
＝
表
現
主
義
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
 
 

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
『
海
戟
』
が
上
演
作
品
と
し
て
選
ば
れ
た
 
 

の
は
、
そ
れ
が
女
優
を
必
要
と
し
な
い
芝
居
で
、
か
つ
反
戦
的
傾
向
を
 
 

持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
表
現
主
義
演
劇
の
紹
介
を
こ
と
さ
ら
目
ざ
 
 

し
た
の
で
は
な
い
、
と
い
う
土
方
与
志
の
こ
と
よ
る
ま
で
も
な
く
、
 
 

当
時
の
演
目
を
一
瞥
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
表
現
主
義
演
劇
の
量
的
な
比
 
 

（
2
）
 
 

重
が
高
く
な
い
こ
と
は
た
だ
ち
に
あ
き
ら
か
に
な
る
。
 
 
 

し
か
し
、
量
的
に
見
れ
ば
表
現
主
義
戯
曲
の
上
演
は
多
く
な
か
っ
た
 
 

『
平
行
』
の
翻
案
に
つ
い
て
 
 

と
は
言
え
、
築
地
開
場
以
前
か
ら
表
現
主
義
に
と
り
組
ん
で
い
た
小
山
 
 

内
薫
に
と
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
で
直
接
そ
れ
に
接
し
て
来
た
ば
か
り
の
土
 
 

方
与
志
に
と
っ
て
も
、
ま
た
築
地
を
支
え
た
若
い
観
客
に
と
っ
て
も
、
 
 

（
3
）
 
 

最
新
の
同
時
代
思
潮
た
る
表
現
主
義
は
魅
力
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
 
 

れ
故
、
量
的
に
は
多
く
は
な
か
っ
た
表
現
主
義
戯
曲
が
築
地
の
看
板
た
 
 

り
得
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
、
築
地
の
演
目
の
中
か
ら
ド
イ
ツ
表
現
主
義
に
属
す
る
作
品
 
 

を
上
演
順
に
挙
げ
て
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ゲ
ー
リ
ン
グ
、
『
海
 
 

戦
』
（
築
地
で
の
初
演
は
、
一
九
二
四
年
六
月
。
以
下
同
様
）
、
カ
イ
ザ
 
 

ー
（
G
．
K
a
i
s
且
『
瓦
斯
』
（
G
a
s
）
第
一
部
（
同
年
、
九
月
）
、
カ
イ
ザ
 
 

㌧
 
『
朝
か
ら
夜
中
ま
で
』
（
く
O
n
m
O
r
g
e
n
S
b
i
s
m
i
t
t
e
r
n
a
c
t
s
）
 
（
同
 
 

年
、
十
二
月
）
、
シ
ュ
ト
ラ
ム
（
A
．
S
t
r
a
m
m
）
『
牧
場
の
花
嫁
』
（
D
i
e
 
 

J
雷
i
d
①
b
r
a
已
）
（
一
九
二
五
年
、
七
月
）
、
ハ
ー
ゼ
ン
ク
レ
ー
ヴ
ァ
ー
（
声
 
 

H
a
s
昌
C
－
e
諾
r
）
『
人
間
』
（
D
i
e
M
e
n
s
c
訂
n
）
（
同
年
、
九
月
）
、
カ
イ
ザ
 
 

ー
『
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
』
（
C
－
a
u
d
i
u
s
）
（
同
年
同
月
）
、
シ
ュ
テ
ル
ン
ハ
 
 

小
 
沢
 
万
 
記
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イ
ム
 
（
C
．
S
t
寛
n
訂
i
m
）
『
ホ
オ
ゼ
』
（
D
i
e
H
O
詔
）
（
一
九
二
六
年
、
三
 
 

月
）
、
カ
イ
ザ
ー
『
平
行
』
（
N
e
b
e
n
e
i
n
a
n
d
雪
）
 
（
一
九
二
七
年
、
一
月
）
、
 
 

シ
ュ
テ
ル
ン
ハ
イ
ム
、
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
シ
ッ
ペ
ル
』
 
（
」
冒
r
g
①
r
S
c
h
i
p
・
 
 

p
e
－
）
．
（
同
年
、
九
月
）
、
カ
イ
ザ
ー
『
二
人
の
オ
リ
イ
フ
ユ
ル
』
 
 

（
Z
w
e
i
m
a
－
O
J
i
諾
r
）
 
 
 

シ
ュ
テ
ル
ン
ハ
イ
ム
を
は
た
し
て
表
現
主
義
作
家
に
入
れ
る
べ
き
か
 
 

否
か
は
、
問
題
と
な
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
カ
イ
ザ
ー
の
作
品
の
全
て
 
 

（
特
に
後
期
の
そ
れ
）
が
、
表
現
主
義
の
範
疇
で
と
ら
え
ら
れ
る
わ
け
 
 

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
だ
 
 

が
、
日
本
に
お
け
る
表
現
主
義
受
容
の
巾
と
質
、
及
び
そ
の
変
遷
を
考
 
 

え
る
時
、
表
現
主
義
の
定
義
の
厳
密
さ
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
作
 
 

家
が
観
客
に
表
現
主
義
作
家
と
見
な
さ
れ
た
と
い
う
事
実
を
重
視
す
べ
 
 

き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
前
記
の
十
作
品
の
中
に
は
、
表
現
主
義
演
劇
 
 

と
呼
ぶ
こ
と
に
異
論
の
あ
り
得
る
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
 
 

は
、
日
本
に
お
け
る
「
表
現
主
義
時
代
」
 
の
多
面
性
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
、
カ
イ
ザ
ー
の
『
平
行
』
は
、
築
地
の
浅
草
 
 

公
演
（
一
九
二
七
年
、
十
二
月
）
 
に
際
し
て
『
質
屋
と
花
嫁
と
紳
士
』
 
 

（
以
下
、
必
要
あ
る
場
合
以
外
は
『
質
屋
と
…
』
と
略
記
す
る
）
と
遷
 
 

し
て
、
北
村
小
松
に
よ
っ
て
翻
案
さ
れ
て
小
る
。
北
村
は
、
小
山
内
薫
 
 

主
催
の
『
劇
と
評
論
』
か
ら
育
っ
た
若
手
で
あ
り
、
前
記
の
十
戯
曲
で
 
 

翻
案
さ
れ
た
の
は
こ
れ
一
つ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
翻
案
の
内
容
 
 

の
検
討
は
日
本
に
お
け
る
表
現
主
義
演
劇
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が
 
 

か
り
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
カ
イ
ザ
ー
後
期
の
表
現
主
義
 
 

か
ら
脱
脚
し
っ
つ
あ
る
時
期
の
作
品
で
あ
る
『
平
行
』
と
『
質
屋
と
…
』
 
 

を
比
較
検
討
し
、
そ
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
日
本
に
お
け
る
表
 
 

現
主
義
受
容
の
最
終
段
階
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
 
 

£
Ⅷ
 
 

一
、
『
平
行
』
 
の
構
造
 
 

『
平
行
」
は
、
そ
の
名
の
示
す
通
り
、
三
つ
の
筋
が
互
い
に
平
行
な
 
 

ま
ま
は
と
ん
ど
関
り
合
う
こ
と
な
く
進
行
す
る
と
い
う
特
異
な
構
成
を
 
 

取
っ
て
い
る
。
五
つ
の
幕
は
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
ず
つ
に
分
か
れ
て
お
り
そ
 
 

れ
を
「
質
屋
と
…
」
と
対
照
さ
せ
て
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

第  第  第  

幕 場 場 場 幕 場場 場｛幕                       4  

『
平
行
』
 
 

質
屋
 
 

水
門
の
家
 
 

ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
の
住
居
 
 

エ
ル
ヴ
ィ
ラ
館
（
下
宿
屋
）
 
 

水
門
の
家
 
 

ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
の
住
居
 
 

『
質
屋
と
花
嫁
と
紳
士
』
 
 

質
屋
 
 

東
北
の
種
馬
場
の
官
舎
 
 

小
原
の
住
居
 
 

高
樹
町
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
 
 

東
北
の
種
馬
場
の
官
舎
 
 

小
原
の
住
居
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各
幕
を
構
成
す
る
三
つ
の
場
面
（
『
質
屋
と
…
』
で
は
第
五
幕
の
最
後
に
 
 

↓
場
を
つ
け
加
え
て
い
る
）
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、
次
の
幕
の
同
じ
位
 
 

置
に
あ
る
場
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
第
一
幕
の
質
屋
の
場
面
は
 
 

次
の
「
エ
ル
グ
ィ
ラ
館
」
 
「
カ
ジ
ノ
」
 
へ
と
つ
づ
く
。
他
も
同
様
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

三
つ
の
物
語
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
は
質
屋
を
中
心
と
し
 
 

た
筋
で
あ
る
。
話
は
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
と
名
乗
る
男
が
質
屋
に
預
け
た
燕
 
 

尾
服
に
入
っ
て
い
た
手
紙
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
。
手
紙
を
発
見
し
た
 
 

質
屋
は
、
そ
の
手
紙
の
名
宛
人
で
あ
る
ル
ー
と
い
う
女
性
の
自
殺
を
と
 
 

め
る
た
め
に
奔
走
す
る
が
、
世
間
か
ら
相
手
に
さ
れ
ず
、
自
身
が
破
滅
 
 

一
場
 
 
 

二
場
 
 
 

三
場
 
 

第
四
幕
 
 

一
場
 
 
 

二
場
 
 
 

三
場
 
 

第
五
幕
 
 

一
場
 
 
 

二
場
 
 
 

三
場
 
 

（
四
場
）
 
 

カ
ジ
ノ
 
 

水
門
の
家
 
 

ボ
ル
ジ
ツ
ヒ
の
住
居
 
 

警
察
分
署
 
 

水
門
の
家
 
 

ボ
ル
ジ
ッ
ヒ
の
住
居
 
 

質
屋
 
 

水
門
の
家
 
 

ポ
ル
ジ
ッ
ヒ
の
住
居
 
 

「
月
番
園
」
（
料
亭
）
 
 

東
北
の
種
馬
場
の
官
舎
 
 

小
原
の
住
居
 
 

新
聞
社
の
社
長
室
 
 

東
北
の
種
馬
場
の
官
舎
 
 

小
原
の
住
居
 
 

質
屋
 
 

東
北
の
種
馬
場
の
官
舎
 
 

ホ
テ
ル
の
一
室
 
 

質
屋
 
 

し
て
行
く
。
第
二
は
、
ル
ー
を
中
心
と
し
た
筋
で
、
都
会
で
の
恋
に
破
 
 

れ
た
彼
女
は
、
田
舎
に
い
る
姉
夫
婦
の
所
に
身
を
寄
せ
、
そ
こ
で
新
し
 
 

い
恋
を
得
て
結
婚
す
る
。
第
三
は
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
実
は
ノ
イ
マ
ン
が
伸
 
 

し
上
が
っ
て
行
く
物
語
で
あ
る
。
彼
は
映
画
製
作
の
道
に
入
り
、
う
ま
 
 

く
立
ち
ま
わ
っ
て
成
功
す
る
。
 
 
 

三
つ
の
筋
は
互
い
に
関
係
な
く
進
行
す
る
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
ス
 
 

タ
イ
ル
に
お
い
て
も
大
き
く
異
っ
て
い
る
。
ア
ル
ノ
ル
ト
（
A
r
m
i
n
 
 

A
r
n
O
－
d
）
は
、
カ
イ
ザ
ー
に
お
け
る
表
現
主
義
期
は
、
一
九
一
九
年
か
 
 

ら
一
九
二
三
年
ま
で
で
あ
り
、
『
カ
レ
ー
の
市
民
』
（
D
i
①
B
賢
明
①
r
召
ロ
 
 

C
巴
a
i
∽
）
 
の
初
演
に
は
じ
ま
り
、
『
平
行
』
に
お
わ
る
と
し
て
い
る
が
、
 
 

彼
は
『
平
行
』
 
の
三
つ
の
筋
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
＜
第
 
 

二
の
筋
は
ツ
ッ
ク
マ
イ
ヤ
ー
に
、
ま
た
第
三
の
筋
は
ブ
レ
ヒ
ト
に
も
書
 
 

（
5
）
 
 

き
得
た
だ
ろ
う
。
＞
 
更
に
彼
ほ
第
一
の
筋
も
ま
た
文
体
の
点
で
カ
イ
 
 

ザ
ー
的
な
意
味
で
は
、
完
全
に
は
表
現
主
義
的
で
は
な
い
と
付
け
加
え
 
 

る
の
だ
が
、
「
完
全
に
は
」
と
い
う
言
琴
の
背
後
に
は
、
こ
の
筋
に
は
 
 

表
現
主
義
的
な
色
彩
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
こ
 
 

の
様
な
三
つ
の
聴
式
の
混
在
と
い
う
点
で
、
「
平
行
」
は
表
現
主
義
か
 
 

ら
次
の
時
代
へ
の
過
渡
期
に
属
す
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
．
そ
も
そ
も
 
 

あ
る
作
品
に
表
現
主
義
的
性
格
が
あ
る
か
無
い
か
を
云
々
す
る
の
ほ
、
 
 

必
ず
し
も
簡
単
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
た
め
に
は
表
現
主
義
と
 
 

い
う
概
念
を
厳
密
に
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
表
現
主
義
と
ほ
、
 
 

普
遍
的
な
様
式
概
念
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
雑
多
な
要
素
を
含
む
時
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代
傾
向
に
つ
い
て
の
概
念
で
あ
り
、
カ
イ
ザ
ー
の
そ
れ
を
取
っ
て
も
他
 
 

の
作
家
と
全
く
同
一
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

以
下
、
「
カ
イ
ザ
ー
に
お
け
る
表
現
主
義
」
に
議
論
を
限
定
し
て
、
 
 

『
平
行
』
の
持
つ
意
味
を
見
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
場
合
、
ア
 
 

ル
ノ
ル
ト
が
カ
イ
ザ
ー
の
諸
作
を
分
類
し
て
、
『
平
行
』
も
そ
の
中
に
 
 

含
む
「
人
の
変
容
（
W
a
n
d
－
u
n
粥
）
を
扱
っ
た
二
番
目
の
三
部
作
」
 
（
第
 
 

一
の
三
部
作
と
は
『
珊
瑚
』
（
D
i
e
K
O
r
a
－
－
e
）
『
ガ
ス
』
一
部
、
二
部
を
 
 

指
し
て
い
る
）
 
の
筆
頭
に
あ
げ
て
い
る
『
朝
か
ら
夜
中
ま
で
』
が
一
つ
 
 

の
手
が
か
り
を
あ
た
え
て
く
れ
 
『
朝
か
ら
夜
中
ま
で
』
の
特
徴
は
 
 

次
の
三
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

第
一
は
、
表
現
主
義
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
主
人
公
の
変
容
 
 

（
W
a
n
d
ど
n
g
）
で
あ
る
。
主
人
公
の
出
納
係
は
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
 
 

で
日
常
生
活
か
ら
衝
動
的
に
抜
け
出
し
、
銀
行
の
金
を
持
ち
逃
げ
す
る
 
 

が
、
あ
ち
こ
ち
さ
ま
よ
っ
た
あ
げ
く
、
「
新
し
い
人
」
 
の
理
念
の
敗
北
 
 

を
悟
り
、
追
い
つ
め
ら
れ
て
自
殺
す
る
。
『
平
行
』
 
に
登
場
す
る
質
屋
 
 

の
運
命
は
、
同
様
に
 
「
変
容
」
し
よ
う
と
し
た
個
人
の
破
滅
を
示
し
て
 
 

お
り
、
同
一
の
線
上
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
 
 
 

第
二
は
、
段
階
的
場
割
技
法
と
呼
ば
れ
る
各
幕
の
構
成
で
あ
る
。
す
 
 

な
わ
ち
、
全
体
が
互
い
に
結
び
つ
き
の
ゆ
る
や
か
な
多
く
の
場
面
か
ら
 
 

成
り
、
そ
れ
ら
が
一
人
の
人
間
の
「
発
展
＝
変
容
」
 
の
過
程
を
示
す
と
 
 

い
う
劇
構
成
で
あ
る
。
複
数
の
人
物
の
対
決
を
基
軸
と
し
た
劇
構
成
か
 
 

ら
の
決
別
は
、
「
新
し
い
人
」
を
描
く
と
い
う
理
念
（
第
一
の
特
徴
）
 
 

か
ら
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
平
行
』
も
、
そ
の
第
一
の
筋
だ
け
 
 

を
つ
な
げ
て
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
見
て
と
る
こ
 
 

と
が
で
き
る
。
 
 
 

第
三
は
、
い
わ
ゆ
る
「
電
報
文
体
」
（
T
e
訂
g
r
a
m
m
s
t
i
】
）
で
あ
り
、
 
 

極
端
に
即
物
的
で
、
簡
潔
化
さ
れ
、
話
し
手
の
個
性
が
切
り
捨
て
ら
れ
 
 

た
台
詞
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
・
登
場
人
物
の
「
対
決
」
が
劇
の
中
心
テ
ー
 
 

マ
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
対
決
の
表
現
手
段
で
 
 

あ
る
「
対
話
」
は
、
こ
こ
で
は
も
は
や
重
要
性
を
失
い
、
そ
れ
放
こ
と
 
 

ば
が
話
し
手
の
個
性
を
示
す
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
作
者
の
観
念
の
 
 

投
影
で
あ
る
カ
イ
ザ
ー
の
登
場
人
物
は
、
し
ば
し
ば
名
前
を
持
た
ず
、
 
 

一
見
互
い
に
会
話
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
時
で
も
、
そ
の
や
り
取
 
 

り
が
ち
ぐ
は
ぐ
で
あ
り
、
相
互
に
独
白
し
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
場
面
 
 

が
し
ば
し
ば
あ
る
。
こ
の
点
に
閲
し
、
『
平
行
』
 
の
文
体
に
つ
い
て
の
 
 

ア
ル
ノ
ル
ト
の
見
解
に
は
既
に
触
れ
た
。
 
 
 

以
上
三
つ
の
特
徴
の
中
心
を
な
す
の
は
、
「
主
観
性
」
と
い
う
要
素
 
 

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
作
者
の
態
度
が
主
観
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
 
 

な
く
、
一
人
の
登
場
人
物
の
主
観
が
戯
曲
を
支
配
し
て
い
る
と
い
う
こ
 
 

と
で
あ
る
。
世
界
観
及
び
芸
術
と
し
て
の
表
現
主
義
と
ド
ラ
マ
形
式
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
7
）
 
 

の
問
に
は
本
質
的
な
矛
盾
が
あ
る
と
す
る
論
者
す
ら
居
る
中
で
、
カ
イ
 
 

ザ
ー
が
破
綻
の
な
い
戯
曲
を
書
き
つ
づ
け
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
登
場
 
 

人
物
の
主
観
と
作
者
の
主
観
が
混
同
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
言
い
か
え
 
 

れ
ば
、
表
現
主
義
的
な
「
変
容
」
 
「
新
し
い
人
」
と
い
う
理
念
に
対
し
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て
作
者
が
一
定
の
距
離
を
置
い
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
対
象
か
ら
の
距
 
 

離
が
、
劇
構
成
を
操
作
可
能
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
 
 

し
て
、
作
者
の
熟
練
し
た
舞
台
技
巧
の
基
盤
の
上
で
、
主
人
公
の
主
観
 
 

は
、
舞
台
上
の
で
き
ど
と
を
彼
に
よ
っ
て
見
ら
れ
経
験
さ
れ
た
世
界
 
 

の
投
影
と
し
て
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
芝
居
に
形
式
上
の
紘
一
を
与
え
 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

だ
が
、
『
平
行
』
に
お
い
て
は
、
も
は
や
質
屋
の
主
観
は
、
戯
曲
に
 
 

統
一
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
劇
が
続
一
性
を
失
っ
て
 
 

破
綻
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
ほ
な
い
。
三
つ
の
筋
を
、
つ
ま
り
は
十
 
 

五
の
場
面
を
一
つ
に
つ
な
い
で
い
る
の
は
、
第
一
幕
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
 
 

面
で
合
計
三
度
に
わ
た
っ
て
読
み
上
げ
ら
れ
る
一
通
の
手
紙
で
あ
る
。
 
 

質
屋
が
必
死
に
な
っ
て
届
け
よ
う
と
す
る
手
紙
は
、
実
は
紛
失
に
気
づ
 
 

い
た
ノ
イ
マ
ン
に
よ
っ
て
同
文
の
物
が
投
函
さ
れ
て
お
り
、
質
屋
の
努
 
 

力
は
無
意
味
で
あ
る
こ
と
が
第
一
幕
に
お
い
て
既
に
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 

『
朝
か
ら
夜
中
ま
で
』
に
お
い
て
は
、
出
納
係
の
死
が
、
「
新
し
い
人
」
 
 

に
向
け
た
「
変
容
」
 
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
破
産
を
示
し
て
い
た
に
し
て
も
、
 
 

彼
の
主
観
は
、
劇
全
体
を
統
一
す
る
力
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
、
『
平
 
 

行
』
で
は
、
そ
の
位
置
に
も
ほ
や
人
間
で
ほ
な
く
一
通
の
手
紙
が
座
っ
 
 

て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
観
に
よ
っ
て
世
界
を
統
一
的
 
 

に
把
捉
し
よ
う
と
す
る
こ
と
の
断
念
で
あ
り
、
『
平
行
』
に
お
け
る
客
 
 

観
性
へ
の
回
帰
は
、
第
二
、
第
三
の
筋
の
内
容
や
、
第
一
の
筋
の
文
体
 
 

の
み
で
は
な
く
、
三
つ
の
筋
の
並
列
と
い
う
こ
の
形
式
そ
の
も
の
の
う
 
 

二
、
「
質
屋
」
 
の
物
語
 
 

こ
こ
で
は
、
総
じ
て
台
詞
ほ
『
平
行
』
 
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
 
 

れ
て
い
る
。
各
幕
ど
と
に
筋
を
追
い
な
が
ら
、
相
違
点
を
確
認
し
て
行
 
 

く
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

第
一
幕
で
は
、
野
山
な
る
男
が
モ
ー
．
ニ
ン
グ
を
質
入
れ
に
来
る
。
質
 
 

屋
は
し
み
を
消
そ
う
と
し
た
は
ず
み
に
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
た
手
紙
 
 

の
宛
名
を
消
し
て
し
ま
う
。
あ
わ
て
て
封
を
切
っ
て
読
ん
で
見
る
と
な
 
 

つ
子
と
い
う
女
に
あ
て
た
自
殺
を
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
に
と
い
う
手
紙
 
 

で
あ
る
。
あ
わ
て
た
質
屋
は
、
す
ぐ
に
そ
の
女
を
探
し
に
行
こ
う
と
す
 
 

る
。
 
 
 

ち
に
鮮
明
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

段
階
場
割
劇
が
そ
の
主
観
性
へ
の
固
執
の
故
に
逆
説
的
に
招
来
し
た
 
 

（
8
）
 
 

パ
ノ
ラ
マ
的
な
社
会
風
俗
の
展
開
は
、
主
観
が
主
役
の
座
を
降
り
た
後
 
 

も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
「
一
九
二
三
年
の
世
相
劇
」
と
題
さ
れ
た
 
 

『
平
行
』
が
、
そ
の
成
立
し
た
年
の
風
俗
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
 
 

た
め
に
、
一
九
三
一
年
に
再
演
さ
れ
た
時
に
は
、
も
は
や
時
代
が
か
っ
 
 

（
9
）
 
て
見
え
た
と
い
う
の
は
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
。
 
 
 

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
三
つ
の
筋
の
そ
れ
ぞ
れ
を
追
い
な
 
 

が
ら
、
『
質
屋
と
…
』
 
の
内
容
を
『
平
行
』
と
比
較
し
て
見
る
こ
と
に
 
 

し
 
 



『
平
行
』
 
の
台
詞
の
中
で
変
更
さ
れ
て
い
る
の
は
、
質
屋
の
台
詞
の
 
 

い
く
つ
か
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
五
章
で
述
べ
る
）
と
、
風
俗
に
関
す
 
 

る
も
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
様
に
『
平
行
』
は
一
九
二
三
年
ド
イ
ツ
 
 

の
風
俗
絵
巻
で
あ
り
、
こ
れ
を
日
本
に
移
す
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
の
 
 

風
俗
的
な
要
素
の
入
れ
か
え
や
つ
け
加
え
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
結
果
 
 

（
H
）
 
 

と
し
て
、
当
時
の
東
京
の
風
俗
が
浮
き
上
が
っ
て
来
る
。
 
 
 

第
二
幕
で
は
、
高
樹
町
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
に
質
屋
が
や
っ
て
来
る
が
、
 
 

野
山
の
居
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
追
い
返
さ
れ
る
。
こ
の
幕
で
の
変
 
 

更
点
は
、
野
口
（
野
山
）
か
ら
送
ら
れ
て
釆
た
葉
書
を
下
宿
の
お
か
み
が
 
 

読
む
場
面
で
あ
る
。
『
平
行
』
で
ノ
イ
マ
ン
か
ら
送
ら
れ
て
来
る
絵
葉
 
 

書
は
風
景
写
真
（
画
）
で
あ
っ
た
の
が
、
「
質
屋
と
…
」
で
は
、
「
柏
よ
し
 
 

え
」
と
い
う
女
優
の
写
真
に
か
わ
っ
て
お
り
、
野
口
が
映
画
界
に
入
っ
 
 

た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。
 
 
 

第
三
幕
で
は
、
質
屋
は
、
野
口
の
手
紙
に
あ
っ
た
月
番
園
と
い
う
料
 
 

亭
（
『
平
行
』
で
ほ
カ
ジ
ノ
）
に
あ
ら
わ
れ
る
。
質
草
の
外
套
を
着
こ
ん
 
 

で
来
た
質
屋
は
、
そ
れ
が
盗
品
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
本
来
の
持
ち
主
で
 
 

あ
る
「
新
聞
社
の
社
長
」
 
の
秘
書
に
つ
か
ま
っ
て
し
ま
う
。
『
平
行
』
 
 

に
お
い
て
は
、
外
套
の
本
来
の
持
ち
主
に
つ
か
ま
っ
て
警
察
に
つ
き
出
 
 

さ
れ
る
の
を
こ
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
は
、
．
第
四
幕
の
舞
台
を
警
察
署
 
 

か
ら
新
聞
社
に
か
え
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
場
面
の
お
わ
り
は
次
の
よ
 
 

う
で
あ
る
。
 
 
 

質
屋
。
一
所
に
行
か
う
、
丁
度
都
合
が
い
い
／
一
所
に
行
か
う
／
 
 
 

紳
士
A
。
お
い
／
 
ね
え
さ
ん
／
 
タ
キ
シ
／
 
大
急
ぎ
で
タ
キ
シ
 
 

l
 

ー
／
 
（
一
〇
五
）
 
 
 

し
か
し
、
『
平
行
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
場
面
は
こ
れ
だ
け
で
お
わ
 
 

り
で
は
な
い
。
こ
の
あ
と
紳
士
達
が
、
シ
ャ
ン
ペ
ン
の
代
金
を
払
わ
ず
 
 

に
行
っ
て
し
ま
い
、
質
屋
の
外
套
を
そ
の
持
ち
主
が
発
見
す
る
き
っ
か
 
 

け
と
な
っ
た
紛
失
し
て
い
た
シ
ガ
レ
ッ
ト
ケ
ー
ス
が
見
つ
か
り
、
更
に
 
 

携
帯
品
係
が
質
屋
の
残
し
て
い
っ
た
帽
子
を
く
す
ね
る
と
い
う
場
面
が
 
 

つ
づ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ド
タ
バ
タ
喜
劇
め
い
た
終
り
方
に
よ
っ
 
 

て
『
平
行
』
に
お
い
て
は
「
落
ち
」
が
つ
け
ら
れ
、
場
面
が
完
結
し
て
 
 

い
る
。
一
方
『
質
屋
と
…
』
ほ
、
落
ち
を
取
り
去
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
 
 

四
幕
と
の
連
続
性
が
強
調
さ
れ
、
『
平
行
』
 
の
ド
ラ
イ
な
面
が
薄
め
ら
 
 

れ
て
い
る
。
 
 

第
四
幕
は
、
新
聞
社
の
社
長
室
で
社
長
秘
書
た
つ
れ
て
来
ら
 
 

れ
た
質
屋
は
、
な
つ
子
を
探
す
よ
う
に
訴
え
る
が
、
相
手
に
さ
れ
ず
巡
 
 

査
に
引
き
渡
さ
れ
る
。
場
所
の
大
き
な
変
更
（
『
平
行
』
で
は
警
察
署
の
 
 

場
面
）
が
あ
っ
た
に
も
関
ら
ず
、
や
り
取
り
は
『
平
行
』
 
の
そ
れ
と
あ
 
 

ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
変
更
さ
れ
た
の
ほ
、
『
平
行
』
 
の
こ
の
場
面
 
 

の
は
じ
め
と
お
わ
り
で
、
警
察
署
長
が
電
話
で
ボ
ク
シ
ン
グ
の
結
果
に
 
 

つ
い
て
た
ず
ね
る
箇
所
で
あ
る
。
『
質
屋
と
…
』
で
は
こ
の
場
面
の
初
 
 

め
で
は
、
電
話
の
内
容
は
質
屋
に
関
す
る
秘
書
か
ら
の
電
話
に
、
終
り
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の
電
話
ほ
女
へ
の
も
の
に
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
変
更
の
も
た
ら
す
効
 
 

果
は
、
第
三
幕
の
お
わ
り
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
場
面
 
 

の
完
結
性
で
は
な
く
、
前
後
の
場
面
と
の
連
続
性
の
強
調
で
あ
る
。
た
 
 

だ
し
社
長
が
次
に
登
場
す
る
の
は
、
第
五
幕
第
一
場
で
は
な
く
第
三
場
 
 

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
四
章
で
論
ず
る
。
 
 
 

第
五
幕
で
は
、
役
人
に
営
業
鑑
札
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
質
屋
は
、
絶
 
 

望
し
て
死
を
決
意
す
る
。
『
平
行
』
で
は
、
質
屋
の
長
い
独
白
で
こ
の
 
 

場
面
は
お
わ
る
の
だ
が
、
『
質
屋
と
…
』
 
で
は
第
五
幕
に
は
、
『
平
行
』
 
 

に
な
い
第
四
場
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
質
屋
が
自
殺
 
 

し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
各
幕
が
三
つ
の
場
面
か
ら
成
る
 
 

と
い
う
、
こ
の
芝
居
の
対
称
的
な
構
造
が
こ
わ
れ
て
い
る
の
み
で
は
な
 
 

く
、
ノ
イ
マ
ン
の
成
功
で
お
わ
る
（
第
三
の
筋
）
『
平
行
』
に
比
べ
『
質
 
 

屋
と
…
』
 
の
方
は
、
質
屋
を
中
心
と
す
る
第
一
の
筋
の
比
重
が
高
ま
り
、
 
 

三
つ
の
筋
の
並
列
と
い
う
よ
り
全
体
が
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
エ
ピ
ロ
ー
グ
に
 
 

よ
っ
て
枠
づ
け
ら
れ
た
芝
居
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
 
 

三
、
「
花
嫁
」
 
の
物
語
 
 

第
二
の
筋
で
は
、
場
面
全
体
が
『
平
行
』
に
お
け
る
「
水
門
の
番
小
 
 

屋
」
か
ら
「
東
北
の
種
馬
場
」
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
大
筋
と
し
て
は
 
 

大
き
な
変
化
は
無
い
も
の
の
、
個
々
の
台
詞
や
細
部
に
つ
い
て
は
、
か
 
 

な
り
多
く
の
改
変
を
こ
う
む
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
三
つ
の
筋
の
中
 
 

で
は
原
作
に
対
す
る
独
立
性
が
最
も
強
い
と
言
え
る
。
 
 
 

第
一
幕
は
、
都
会
で
の
夢
破
れ
た
な
つ
子
が
姉
夫
婦
の
家
に
や
っ
て
 
 

来
る
場
面
で
あ
る
。
小
道
具
と
し
て
、
な
つ
子
が
『
明
治
大
正
文
学
全
 
 

集
』
を
持
っ
て
い
て
、
姉
に
『
金
色
夜
叉
』
 
の
一
節
を
読
ん
で
聞
か
せ
 
 

る
。
こ
れ
は
、
「
文
化
の
中
心
」
で
あ
る
東
京
と
こ
こ
で
舞
台
と
な
る
 
 

田
舎
と
の
対
比
を
鮮
明
に
さ
せ
る
と
い
う
機
能
を
は
た
し
て
い
る
。
姉
 
 

を
は
じ
め
と
す
る
田
舎
の
人
々
の
、
都
会
に
対
す
る
憧
れ
は
、
『
平
行
』
 
 

よ
り
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
『
平
行
』
 
の
ル
ー
の
姉
は
、
せ
い
ぜ
い
次
 
 

の
様
に
言
う
だ
け
で
あ
る
。
 
 

h
r
i
n
 
d
①
r
S
t
a
d
t
0
0
p
賢
t
n
i
c
h
t
 
d
i
①
N
a
t
弓
．
W
①
n
n
 
S
i
e
E
r
n
s
t
 
 
 

m
a
c
h
t
－
宅
i
r
 
h
a
b
e
n
 
d
a
s
 
h
i
e
r
 
a
u
s
 
e
r
s
t
e
r
 
H
a
n
d
．
（
謡
∽
）
 
 

一
方
、
『
質
屋
と
…
』
 
の
姉
ほ
言
う
。
 
 

だ
か
ら
東
京
に
住
ん
で
ゐ
る
お
前
さ
ん
連
は
な
ん
て
た
つ
て
仕
合
は
 
 
 

せ
な
も
ん
さ
ノ
 
私
な
ん
か
も
若
か
つ
た
ら
お
前
み
た
い
に
東
京
へ
 
 

行
っ
た
方
が
よ
か
ウ
か
だ
ね
／
 
ま
、
お
か
け
よ
／
 
（
八
〇
）
 
 
 

（
金
色
夜
叉
を
読
ん
で
い
る
妹
に
対
し
て
）
 
 

東
京
に
出
る
と
頭
も
進
む
ん
だ
ね
え
／
 
田
舎
に
ゐ
る
と
本
署
に
だ
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め
に
な
つ
ち
ま
ふ
ん
だ
ね
／
 
（
八
一
）
 
 

と
こ
ろ
が
、
妹
か
ら
東
京
で
の
生
活
や
、
野
口
と
の
事
を
聞
い
た
姉
 
 

ほ
、
そ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た
都
会
に
対
す
る
憧
れ
の
反
作
用
の
よ
う
に
、
 
 

妹
を
こ
の
ま
ま
田
舎
に
置
い
て
結
婚
相
手
を
探
そ
う
と
決
意
す
る
。
一
 
 

幕
二
場
の
お
わ
り
は
、
『
平
行
』
で
は
姉
が
ノ
イ
マ
ン
の
手
紙
を
黙
っ
 
 

て
火
に
く
べ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
『
質
屋
と
…
』
で
は
次
の
よ
う
な
 
 

台
詞
に
か
わ
っ
て
い
る
。
 
 

監
督
。
（
明
る
く
な
つ
て
）
さ
う
か
／
 
ぢ
や
家
の
中
も
に
ぎ
や
か
 
 

に
な
る
わ
け
だ
な
／
 
な
つ
子
一
人
位
は
何
も
危
険
な
東
京
な
ん
 
 

ぞ
へ
お
か
な
く
つ
た
つ
て
い
い
ん
だ
か
ら
な
。
 
 
 

妻
。
さ
う
よ
／
 
家
で
い
い
所
へ
お
嫁
に
や
る
工
夫
を
し
て
や
っ
た
 
 

方
が
よ
い
位
よ
。
（
八
四
）
 
 

姉
の
こ
の
言
葉
に
沿
っ
て
こ
の
あ
と
の
物
語
ほ
進
行
す
る
。
す
な
わ
 
 

ヽ
ヽ
 
 

ち
『
平
行
』
は
「
恋
愛
」
 
の
物
語
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
質
屋
と
花
嫁
 
 

と
紳
士
』
は
そ
の
題
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
問
題
解
決
の
手
段
と
し
 
 

て
の
「
結
婚
」
 
の
物
語
に
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
二
幕
で
は
、
な
つ
子
の
結
婚
相
手
と
な
る
中
里
が
登
場
す
る
。
『
平
 
 

行
』
で
は
、
こ
の
幕
に
は
ル
イ
ー
ゼ
 
（
ル
ー
）
は
登
場
せ
ず
、
姉
、
水
 
 

門
監
督
、
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
リ
ユ
ー
ガ
ー
の
三
人
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
。
 
 

こ
の
場
面
は
、
水
門
監
督
が
ク
リ
ユ
ー
ガ
ー
を
つ
れ
て
来
る
所
で
は
じ
 
 

ま
る
が
、
『
質
屋
と
…
』
 
で
は
中
里
の
登
場
前
に
、
姉
が
な
つ
子
に
対
 
 

し
て
中
里
の
素
性
や
学
歴
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
場
面
が
つ
け
加
え
ら
 
 

れ
て
お
り
、
妹
を
結
婚
さ
せ
よ
う
と
い
う
姉
の
意
図
が
再
び
明
確
に
示
 
 

さ
れ
る
。
 
 
 

工
学
技
師
の
ク
リ
ユ
ー
ガ
ー
が
、
「
札
幌
の
農
大
を
出
た
学
士
さ
ん
」
 
 

の
中
里
に
か
わ
っ
て
い
る
の
は
、
舞
台
が
水
門
か
ら
種
馬
場
に
か
わ
っ
 
 

た
こ
と
の
結
果
で
あ
り
、
台
詞
も
そ
れ
に
伴
っ
て
修
正
を
加
え
ら
れ
て
 
 

い
る
。
ク
リ
ユ
ー
ガ
ー
と
中
里
の
よ
り
大
き
な
違
い
は
、
ク
リ
ユ
ー
ガ
 
 

ー
が
恐
ら
く
は
都
会
出
身
者
で
田
園
生
活
を
評
価
し
て
い
る
の
に
対
し
 
 

て
、
「
七
戸
の
」
「
中
書
の
分
家
」
 
の
出
身
で
「
青
森
の
中
学
を
出
た
」
 
 

中
里
は
、
都
会
（
東
京
）
志
向
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ク
リ
ユ
ー
ガ
ー
 
 

と
水
門
監
督
は
、
次
の
よ
う
な
会
話
を
か
わ
す
。
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－
】
i
O
n
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n
 
i
n
d
昌
S
t
監
t
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b
①
n
e
i
d
e
n
二
謡
盟
 
 
 

一
方
、
中
里
は
、
な
つ
子
が
東
京
に
い
た
と
聞
い
て
言
う
。
 
 

妻
。
で
も
札
幌
か
ら
こ
ん
な
所
へ
お
節
り
に
な
つ
た
ら
お
淋
し
い
で
 
 

せ
う
ね
。
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中
里
。
さ
う
で
す
ね
。
（
又
チ
ラ
リ
と
な
つ
子
の
方
を
見
て
）
東
京
 
 

に
い
ら
つ
し
や
っ
た
方
か
ら
見
る
と
さ
う
で
も
あ
り
ま
す
ま
い
。
 
 

（
九
五
）
 
 

（
1
3
）
 
 
 

水
門
監
督
の
台
詞
に
あ
る
修
辞
的
な
表
現
は
、
『
質
屋
と
…
』
で
は
 
 

は
と
ん
ど
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
夫
婦
の
純
朴
 
 

さ
や
、
泥
臭
さ
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

第
四
幕
で
は
、
中
里
が
な
つ
子
に
結
婚
を
申
し
込
む
。
『
平
行
』
 
の
 
 

ル
イ
ー
ゼ
ほ
ベ
ル
リ
ン
で
の
で
き
ど
と
を
話
し
て
、
ク
リ
ユ
ー
ガ
ー
の
 
 

求
婚
を
拒
む
の
だ
が
、
な
つ
子
は
東
京
で
の
こ
と
は
伏
せ
た
ま
ま
、
こ
 
 

れ
を
受
け
入
れ
る
。
浅
野
時
一
郎
は
、
こ
の
改
変
の
意
味
を
「
女
の
性
 
 

（
1
4
）
 
 

格
に
対
す
る
あ
る
批
判
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
日
本
社
会
に
 
 

お
け
る
「
結
婚
」
と
い
う
問
題
解
決
法
の
実
態
の
反
映
と
見
る
べ
き
だ
 
 

ろ
う
。
と
も
か
く
「
恋
愛
」
 
で
は
な
く
「
結
婚
」
を
措
く
と
い
う
こ
の
 
 

芝
居
の
性
格
が
こ
の
場
面
で
最
も
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

第
五
幕
は
、
中
里
が
な
つ
子
を
怒
ら
せ
た
と
誤
解
し
た
監
督
が
、
二
 
 

人
に
仲
直
り
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
。
『
平
行
』
で
は
こ
こ
 
 

で
ル
イ
ー
ゼ
と
ク
リ
ユ
・
－
ガ
ー
が
婚
約
す
る
と
い
う
重
要
な
場
面
で
あ
 
 

る
が
、
『
質
屋
と
…
』
 
で
は
、
第
四
幕
で
既
に
結
婚
す
る
こ
と
に
合
意
 
 

が
で
き
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
は
、
あ
ま
り
意
味
の
な
い
多
少
滑
稽
な
 
 

軽
い
場
面
と
し
て
、
構
成
上
は
い
さ
さ
か
間
の
抜
け
た
物
と
な
っ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

第
五
幕
は
、
結
婚
式
の
場
面
で
あ
る
。
『
平
行
』
 
の
こ
の
場
面
で
は
、
 
 

登
場
人
物
は
こ
れ
ま
で
の
四
人
に
牧
師
が
加
わ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
『
質
 
 

だ
ど
も
さ
／
 
な
ん
で
あ
の
き
り
よ
う
で
東
京
の
人
の
お
く
さ
ん
 
 

屋
と
…
』
で
は
、
六
人
の
村
人
と
校
長
先
生
が
、
い
か
に
も
田
舎
の
結
 
 

婚
式
ら
し
く
登
場
す
る
。
二
人
が
結
婚
す
る
と
い
う
事
実
に
か
わ
り
は
 
 

な
い
も
の
の
、
こ
こ
で
か
わ
さ
れ
る
会
話
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
程
 
 

『
平
行
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
村
の
女
A
の
次
の
様
な
台
詞
は
、
東
 
 

京
が
ま
だ
憧
れ
の
地
で
あ
り
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

に
な
ら
な
が
つ
た
べ
／
〓
二
一
）
 
 

更
に
こ
の
「
花
嫁
」
 
の
物
語
の
終
着
駅
で
あ
る
「
結
婚
」
 
の
意
味
に
 
 

つ
い
て
は
、
こ
の
場
面
の
お
わ
り
方
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
『
平
行
』
 
 

で
は
、
水
門
監
督
が
窓
の
外
の
楽
隊
に
呼
び
か
け
て
終
る
の
に
対
し
、
 
 

『
質
屋
と
…
』
 
の
終
り
は
か
な
り
シ
ニ
カ
ル
で
あ
る
。
 
 

女
A
。
仕
合
は
せ
な
嫁
さ
ん
だ
／
 
 
 

女
B
。
中
書
の
か
ま
ど
だ
も
ん
、
一
生
楽
し
て
暮
せ
べ
な
。
（
一
二
二
）
 
 

四
、
「
紳
士
」
 
の
物
語
 
 

第
三
の
筋
は
個
々
の
台
詞
や
話
の
展
開
と
い
う
点
だ
け
取
れ
ば
、
変
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更
点
は
最
も
少
な
い
。
第
一
幕
は
小
原
と
野
口
が
知
り
合
っ
て
身
の
上
 
 

話
を
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
平
行
』
 
の
ボ
ル
ジ
ヒ
と
ノ
 
 

イ
マ
ン
の
会
話
が
、
は
ぼ
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

第
二
幕
で
は
、
こ
の
二
人
に
女
優
で
あ
る
小
原
の
妹
が
加
わ
り
、
映
 
 

画
会
社
を
興
す
相
談
が
ま
と
ま
る
。
こ
こ
も
、
多
少
の
変
更
は
あ
る
も
 
 

の
の
、
基
本
的
に
は
『
平
行
』
そ
の
ま
ま
の
内
容
の
台
詞
が
使
用
さ
れ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

第
三
幕
で
ほ
、
第
二
幕
の
三
人
に
小
原
の
妹
の
パ
ト
ロ
ン
の
倉
原
が
 
 

加
わ
る
。
野
口
は
彼
に
自
分
達
が
作
る
映
画
会
社
に
資
金
を
出
さ
せ
る
 
 

の
に
成
功
す
る
。
こ
の
場
面
が
全
体
と
し
て
大
き
く
は
変
え
ら
れ
て
い
 
 

な
い
の
は
、
前
二
幕
と
同
様
で
あ
る
が
、
た
だ
一
つ
 
『
平
行
』
と
異
な
 
 

る
点
は
、
野
口
が
倉
原
に
新
し
く
作
ろ
う
と
す
る
映
画
の
内
容
を
説
明
 
 

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
あ
た
る
台
詞
は
『
平
行
』
に
は
無
い
。
 
 

つ
ま
り
一
人
の
タ
イ
ピ
ス
ト
が
礫
人
に
す
て
ら
れ
て
自
殺
し
よ
う
 
 

と
す
る
が
、
ふ
と
し
た
電
感
か
ら
別
れ
た
男
を
恨
ま
う
と
せ
ず
立
 
 

派
に
強
く
生
き
て
行
く
と
云
っ
た
様
な
、
さ
う
云
ふ
女
性
を
中
心
 
 

と
す
る
社
食
悲
劇
と
い
ふ
様
な
も
の
で
－
－
一
〓
〇
九
）
 
 

こ
の
物
語
が
、
こ
の
劇
の
出
発
点
と
な
っ
た
な
つ
子
に
つ
い
て
の
話
で
 
 

あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
て
劇
の
出
発
点
を
確
認
す
る
こ
と
 
 

で
、
芝
居
の
統
一
性
は
高
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
ほ
、
第
一
の
筋
で
 
 

野
口
の
映
画
界
入
り
が
暗
示
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、
『
平
行
』
 
の
作
劇
 
 

法
の
徹
底
性
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
も
の
で
も
あ
る
。
同
じ
線
に
沿
っ
 
 

た
よ
り
大
き
な
改
変
が
、
次
の
第
四
幕
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

第
四
幕
で
は
、
小
原
の
妹
が
野
口
の
所
に
や
っ
て
釆
て
、
倉
原
に
結
 
 

婚
を
申
し
込
ま
れ
た
が
断
っ
て
手
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
う
。
野
口
 
ヽ
 
 

は
金
蔓
が
無
く
な
っ
て
頭
を
抱
え
る
が
、
東
西
南
北
新
聞
の
社
長
（
第
 
 

一
の
筋
 
－
 
第
四
幕
第
一
場
 
－
 
に
登
場
）
を
証
し
込
め
ば
よ
い
と
思
 
 

い
つ
く
。
こ
こ
で
の
改
変
点
は
、
「
新
聞
社
の
社
長
」
 
の
登
場
（
実
際
 
 

に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
第
五
幕
）
 
に
よ
っ
て
、
三
つ
の
筋
の
「
平
行
」
関
 
 

係
が
く
ず
れ
、
第
一
と
第
二
の
筋
の
間
に
大
き
な
つ
な
が
り
が
生
じ
て
 
 

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
五
幕
が
四
場
構
成
に
か
わ
っ
て
い
る
 
 

の
と
並
ぶ
決
定
的
な
構
造
上
の
相
違
点
で
あ
る
。
 
 
 

第
五
幕
は
、
ホ
テ
ル
の
一
室
で
あ
る
。
小
原
の
妹
の
主
演
し
た
映
画
 
 

の
試
写
の
終
っ
た
あ
と
、
野
口
、
小
原
、
妹
、
社
長
の
四
人
が
祝
杯
を
 
 

あ
げ
て
い
る
。
野
口
が
去
っ
た
あ
と
社
長
は
、
＜
あ
～
い
ふ
タ
イ
プ
の
 
 

男
が
成
功
す
る
ん
だ
ね
＞
と
感
嘆
す
る
。
こ
の
場
面
ほ
『
平
行
』
に
は
 
 

な
か
っ
た
試
写
の
場
面
を
実
際
に
入
れ
た
た
め
、
そ
の
分
だ
け
台
詞
は
 
 

短
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
株
屋
の
エ
ル
ザ
ッ
サ
ー
が
新
聞
社
の
社
 
 

長
に
変
わ
っ
て
い
る
点
を
除
く
と
大
き
な
改
変
と
言
え
る
も
の
は
な
い
。
 
 

終
り
の
社
長
の
台
詞
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
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五
、
ま
と
め
 
 

前
章
ま
で
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
『
質
屋
と
花
嫁
と
紳
士
』
は
『
平
 
 

行
』
 
の
台
詞
、
場
面
を
は
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
つ
い
で
い
る
。
取
り
入
れ
 
 

ら
れ
た
当
時
の
日
本
風
俗
と
戯
曲
の
内
容
と
の
間
に
は
大
き
な
断
絶
は
 
 

な
く
、
翻
案
で
あ
る
こ
と
を
あ
ま
り
感
じ
さ
せ
な
い
。
こ
の
事
ほ
『
平
 
 

行
』
と
当
時
の
ド
イ
ツ
風
俗
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
を
考
え
る
と
驚
く
 
 

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
日
本
の
都
市
文
化
が
、
一
種
の
 
 

「
翻
案
文
化
」
で
あ
っ
た
こ
と
の
一
つ
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

作
者
、
北
村
小
松
に
つ
い
て
小
山
内
薫
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
 
 

小
松
君
の
戯
曲
が
如
何
に
「
現
代
的
」
で
あ
ら
う
と
も
小
松
君
は
決
 
 
 

し
て
謂
ふ
と
こ
ろ
の
「
現
代
人
」
で
は
な
い
。
小
松
君
が
如
何
に
燈
 
 
 

下
の
銀
座
を
散
策
し
や
う
と
も
、
小
松
君
は
飽
く
ま
で
八
戸
産
の
東
 
 

北
土
民
で
 
 
 

東
北
の
種
馬
場
を
舞
台
と
す
る
第
二
の
筋
が
最
も
『
平
行
』
と
の
相
違
 
 

が
大
き
く
、
自
由
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
舞
台
と
な
っ
て
い
る
こ
の
 
 

地
域
を
北
村
が
知
悉
し
て
い
た
こ
と
の
結
果
に
他
な
る
ま
い
。
そ
れ
ほ
、
 
 

逆
に
言
う
と
都
市
風
俗
の
描
き
方
は
表
面
的
な
物
に
止
ま
っ
て
い
る
と
 
 

い
う
こ
と
で
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
そ
の
表
層
性
が
都
市
文
化
の
特
徴
の
 
 

一
つ
で
も
あ
る
た
め
に
、
結
果
と
し
て
成
功
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
 
 
 

だ
が
、
作
品
構
造
の
上
か
ら
見
る
と
第
二
の
筋
は
最
も
改
変
の
少
な
 
 

い
部
分
な
の
で
あ
る
。
『
平
行
』
と
『
質
屋
と
…
』
の
最
大
の
相
違
点
 
 

が
、
前
者
で
は
三
つ
の
筋
が
互
い
に
交
差
す
る
こ
と
な
く
進
行
す
る
が
、
 
 

後
者
で
は
そ
う
で
ほ
な
い
こ
と
で
あ
る
の
は
、
各
幕
の
検
討
に
よ
っ
て
 
 

明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
第
三
の
筋
の
み
は
、
 
 

こ
の
よ
う
な
変
更
を
被
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
次
 
 

喝
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
と
第
三
の
筋
が
結
び
つ
 
 

き
第
二
の
筋
と
対
立
す
る
。
こ
う
し
て
二
つ
の
流
れ
に
芝
居
ほ
分
割
さ
 
 

れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
、
第
一
、
第
三
の
筋
の
都
市
を
舞
台
と
す
 
 

る
流
れ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
第
二
の
筋
の
田
舎
を
舞
台
と
す
る
流
れ
 
 

で
あ
る
。
『
平
行
』
に
比
べ
、
そ
の
点
で
、
地
方
対
都
会
と
い
う
対
立
 
 

点
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
農
村
へ
の
回
帰
と
い
う
 
 

理
念
に
基
づ
い
た
む
の
で
は
な
い
。
都
市
か
ら
農
村
へ
と
い
う
視
点
は
 
 

む
し
ろ
『
平
行
』
に
強
い
の
で
あ
っ
て
、
『
質
屋
と
…
』
に
お
い
て
は
、
 
 

都
会
へ
の
志
向
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
ほ
既
に
指
摘
し
 
 

た
通
り
で
あ
る
。
都
会
の
風
俗
と
農
村
の
風
俗
は
、
対
比
さ
れ
て
は
い
 
 

る
が
、
ど
ち
ら
庵
美
化
は
さ
れ
ず
に
、
観
客
の
前
に
提
示
さ
れ
る
。
 
 
 

カ
イ
ザ
ー
の
戯
曲
の
風
俗
描
写
は
、
そ
の
形
式
と
は
切
り
離
さ
れ
て
 
 

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
三
つ
の
筋
を
交
差
さ
せ
な
い
と
い
う
 
 

『
平
行
』
の
方
法
の
徹
底
性
が
こ
こ
で
失
わ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
に
 
 

お
い
て
は
、
表
現
主
義
の
受
容
に
際
し
て
、
「
主
観
」
 
へ
の
固
執
も
そ
 
 

の
断
念
も
真
に
自
分
自
身
の
問
題
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
こ
と
の
結
果
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に
他
な
る
ま
い
。
北
村
小
松
が
一
九
二
六
年
に
発
表
し
た
『
人
物
の
ゐ
 
 

る
街
の
風
景
』
に
し
て
も
、
二
幕
十
場
か
ら
成
り
、
短
い
場
面
の
連
続
 
 

は
一
見
表
現
主
義
の
影
響
に
見
え
る
が
、
主
人
公
の
主
観
に
よ
っ
て
統
 
 

一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
そ
の
変
容
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
と
 
 

い
う
点
で
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
個
人
の
問
題
で
は
な
 
 

い
。
『
平
行
』
 
の
翻
案
に
あ
た
っ
て
北
村
を
起
用
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
 
 

築
地
小
劇
場
の
彼
に
対
す
る
評
価
を
示
し
て
い
る
か
ら
だ
。
 
 
 

『
質
屋
と
…
』
を
貰
い
て
い
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
も
『
人
物
の
ゐ
る
街
 
 

の
風
景
』
 
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
＜
人
間
同
士
知
り
合
ひ
に
 
 

（
1
6
）
 
 

な
る
つ
て
事
は
何
て
す
ば
ら
し
い
事
だ
ら
う
＞
と
い
う
台
詞
に
示
さ
れ
 
 

る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
『
質
屋
と
…
』
で
は
そ
れ
は
質
屋
の
台
 
 

詞
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
『
平
行
』
に
あ
っ
た
質
屋
の
独
白
は
、
『
質
屋
 
 

と
…
』
で
は
か
な
り
削
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
五
幕
で
は
四
分
の
 
 

一
程
に
ち
ぢ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
単
な
る
短
縮
で
は
な
い
。
『
平
 
 

行
』
の
質
屋
の
行
動
を
貫
い
て
い
る
正
体
不
明
の
衝
動
や
運
命
観
を
示
 
 

す
言
葉
は
残
ら
ず
消
え
て
い
る
。
二
つ
だ
け
例
を
挙
げ
る
。
 
 

S
O
 
k
a
n
n
 
e
s
 
e
i
n
e
n
 
M
e
n
s
c
h
e
n
群
b
e
諷
a
－
訂
n
－
 
－
 
m
i
t
t
e
n
 
i
m
 
 
 

A
－
－
t
a
叫
1
m
a
n
 
W
息
n
i
c
ぎ
w
O
昌
‖
竃
r
S
彗
d
？
1
－
O
d
e
r
E
r
・
 
 

〉
 

訂
u
c
g
u
辟
～
ミ
N
0
0
ひ
）
 
 

A
b
①
r
宅
i
①
k
O
m
m
t
e
∽
ゝ
老
u
n
0
0
d
e
r
T
r
i
e
d
－
a
u
S
b
r
e
c
h
①
n
d
 
 
 

j
詳
－
i
n
喝
S
－
i
n
∽
B
－
已
g
e
p
叫
l
a
n
諷
i
s
t
3
3
（
∽
∽
0
0
）
 
 

か
わ
っ
て
表
面
に
出
て
来
る
の
が
人
道
主
義
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
 
 

（
柑
）
 
 

次
の
よ
う
な
『
平
行
』
に
な
い
台
詞
も
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 

人
間
は
よ
い
と
思
っ
た
車
は
ど
こ
ま
で
む
し
な
く
ち
や
な
ら
な
い
。
 
 
 

こ
と
に
人
間
一
人
の
命
に
か
か
わ
る
事
だ
。
お
父
さ
ん
は
か
う
見
え
 
 
 

て
も
近
頃
の
人
間
の
様
に
人
の
難
儀
を
知
ら
ん
顔
し
て
通
る
様
な
人
 
 
 

非
人
ぢ
や
な
い
。
（
八
八
）
 
 

一
旦
自
分
の
手
で
人
間
一
人
の
死
に
生
き
の
手
紙
に
ふ
れ
た
か
ら
に
 
 
 

や
平
気
で
ゐ
ら
れ
や
し
ま
せ
ん
。
（
九
〇
）
 
 

原
作
よ
り
も
よ
り
人
道
主
義
的
で
、
多
少
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
方
向
 
 

へ
、
と
い
う
こ
の
改
変
は
、
築
地
小
劇
場
が
『
平
行
』
 
の
上
演
に
あ
た
 
 

っ
て
取
っ
た
態
度
で
も
あ
る
。
「
氷
の
や
う
に
冷
た
く
」
「
セ
ン
チ
メ
ン
 
 

タ
ル
な
情
緒
を
毒
厘
も
許
さ
な
い
」
演
出
を
行
う
べ
き
だ
と
し
て
、
築
 
 

地
に
お
け
る
土
方
与
志
演
出
の
『
平
行
』
を
批
判
し
た
秦
豊
吉
（
『
演
劇
 
 

新
潮
』
昭
和
三
年
二
月
号
）
に
対
す
る
反
批
判
に
そ
れ
は
あ
ら
わ
れ
て
い
 
 

（
1
9
）
 
 

る
。
当
時
築
地
の
文
芸
部
に
い
た
北
村
喜
八
に
よ
る
反
論
（
『
演
劇
新
潮
』
 
 

同
年
三
月
号
）
 
の
要
点
は
こ
う
で
あ
る
。
秦
豊
吉
が
言
う
よ
う
な
こ
と
 
 

は
、
自
分
達
は
既
に
ド
イ
ツ
の
批
評
家
の
意
見
と
し
て
知
っ
て
い
る
。
 
 

だ
が
、
現
在
の
日
本
の
観
客
に
対
し
て
最
も
効
果
の
あ
る
方
法
と
し
て
、
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芝
居
に
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
の
衣
を
き
せ
た
」
と
い
う
 
 

の
で
む
響
『
質
屋
と
…
』
に
お
け
る
質
屋
の
台
詞
の
改
変
も
ま
た
こ
 
 

の
よ
う
な
ね
ら
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

『
平
行
』
や
『
質
屋
と
…
』
上
演
の
こ
の
時
点
で
は
、
も
は
や
劇
壇
 
 

に
も
観
客
に
も
「
表
現
主
義
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
 
 

は
は
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
本
国
ド
イ
ツ
に
お
け
る
表
現
主
義
 
 

の
衰
退
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
外
国
戯
曲
の
上
演
を
通
じ
て
得
た
経
 
 

験
を
定
着
さ
せ
て
い
こ
う
上
い
う
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
っ
た
。
そ
 
 

し
て
北
村
小
松
が
（
そ
れ
は
築
地
の
姿
勢
で
あ
る
と
も
言
っ
て
よ
い
が
）
 
 

カ
イ
ザ
ー
の
翻
案
に
よ
っ
て
定
着
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
現
実
（
と
 
 

い
う
よ
り
む
し
ろ
風
俗
）
描
写
と
、
人
道
主
義
的
社
会
批
判
の
姿
勢
で
 
 

（
2
1
）
 
 

あ
っ
た
。
 
 

p
断
〔
 
 
 

小
山
内
薫
が
求
過
し
た
台
詞
の
変
革
は
も
は
や
問
題
に
な
ら
ず
、
劇
 
 

形
式
上
の
冒
検
は
放
棄
さ
れ
計
こ
と
に
な
る
。
『
平
行
』
の
三
つ
の
筋
 
 

の
並
列
を
挟
義
の
表
現
主
義
的
形
式
の
範
疇
に
入
れ
る
の
は
む
ず
か
し
 
 

い
が
、
段
階
場
割
劇
に
起
源
を
持
つ
こ
の
よ
う
な
形
式
に
対
し
て
も
普
 
 

通
の
戯
曲
に
近
い
形
へ
変
え
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
ほ
既
に
指
 
 

摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
■
こ
う
し
て
、
『
平
行
』
 
の
翻
案
は
、
表
現
主
義
 
 

の
定
着
よ
り
も
、
む
し
ろ
日
本
に
お
け
る
「
表
現
主
義
時
代
」
の
終
焉
 
 

を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
年
六
月
に
上
演
さ
れ
た
『
二
人
の
オ
リ
イ
 
 

フ
ユ
ル
』
が
、
十
月
に
明
治
座
で
『
恋
の
百
面
相
』
と
し
て
歌
舞
伎
化
 
 

さ
れ
て
上
演
さ
れ
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
 
 

と
言
っ
て
よ
い
。
 
 
 

だ
が
、
『
平
行
』
の
翻
案
に
際
し
て
取
ら
れ
た
風
俗
の
取
り
入
れ
と
 
 

社
会
批
判
と
い
う
方
向
は
、
同
様
な
現
実
描
写
と
社
会
変
革
と
い
う
路
 
 

線
を
よ
り
明
確
に
自
覚
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
の
側
か
ら
見
れ
ば
不
 
 

（
2
3
）
 
 

徹
底
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
演
劇
が
築
 
 

地
も
含
め
た
新
劇
運
動
の
主
流
に
な
っ
た
時
、
こ
の
よ
う
な
表
現
主
義
 
 

戯
曲
（
こ
の
定
義
と
範
囲
の
確
定
の
難
し
さ
は
既
に
述
べ
た
）
上
演
や
 
 

翻
案
に
よ
る
日
本
化
の
努
力
は
、
単
な
る
過
渡
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
 
 

て
積
極
的
に
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
る
運
命
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

〔
注
〕
 
 

（
1
）
 
土
方
与
志
、
「
灰
色
の
築
地
小
劇
場
」
、
『
演
出
者
の
道
』
（
未
来
社
、
昭
 
 
 

和
四
四
年
）
 
二
八
ペ
ー
ジ
。
 
 

（
2
）
 
分
裂
（
一
九
二
九
年
、
三
月
）
ま
で
の
期
間
に
上
演
さ
れ
た
作
品
は
全
 
 
 

部
で
百
十
七
あ
り
、
そ
の
う
ち
翻
訳
物
は
九
〇
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
表
現
主
 
 
 

義
に
属
す
る
も
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
定
義
を
広
く
取
っ
て
も
、
十
前
後
 
 
 

し
か
な
い
。
 
 

（
3
）
 
小
山
内
、
土
方
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
の
新
劇
運
動
を
考
え
る
う
え
で
 
 
 

逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
物
が
、
村
山
知
義
で
あ
る
。
彼
に
T
い
て
は
拙
 
 
 

稿
「
新
劇
に
お
け
る
一
九
二
〇
年
代
」
（
『
比
較
文
学
研
究
』
第
四
六
号
）
参
 
 
 

照
。
猶
、
拙
稿
に
は
、
村
山
の
渡
独
と
帰
朝
の
時
期
に
つ
い
て
筆
者
の
校
正
 
 
 

ミ
ス
に
よ
る
ま
ち
が
い
が
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
次
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
 
 
 

て
い
た
だ
く
。
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渡
独
－
（
誤
）
一
九
二
〇
年
1
（
正
）
一
九
二
二
年
（
六
一
ペ
ー
ジ
）
。
 
 
 

帰
朝
－
（
誤
）
一
月
1
（
正
）
十
二
月
（
六
八
頁
ペ
ー
ジ
）
 
 

（
4
）
 
『
平
行
』
に
お
い
て
は
、
各
幕
の
三
つ
の
部
分
は
第
何
場
と
い
う
番
号
 
 
 

は
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
『
質
屋
と
…
』
と
比
較
に
便
利
な
よ
 
 
 

う
に
便
宜
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
一
場
、
二
場
、
三
場
と
呼
ん
で
お
く
こ
 
 
 

と
に
す
る
。
 
 

（
5
）
 
A
r
m
i
n
A
r
n
O
－
d
：
缶
e
O
r
叫
K
a
i
s
e
r
ご
n
‖
h
打
習
喝
わ
乳
Q
已
わ
遺
賢
 
 
 

已
旬
卜
誉
⊇
～
崇
ヽ
－
G
取
払
S
慧
S
勾
短
邑
訂
3
〉
 
h
r
叩
．
言
n
W
O
】
茸
a
n
喝
R
？
 
 
 

日
e
ユ
昌
．
戸
M
鈷
n
c
h
e
n
〉
F
r
a
n
k
e
 
く
e
ユ
a
讐
忘
歪
－
S
．
会
0
0
．
 
 

t
h
e
一
 
 
 

（
6
）
 
a
．
a
．
〇
．
S
．
金
ひ
 
 

（
7
）
 
○
汁
t
O
M
a
n
n
苫
D
a
s
D
r
a
m
a
d
e
0
0
E
舛
p
r
e
S
S
i
O
n
i
s
m
u
s
。
i
n
‥
向
学
 
 
 

号
屯
乳
量
冴
琵
琶
－
G
邑
乳
訂
3
乳
莞
ヽ
琵
喝
遍
3
．
わ
C
訂
3
h
訂
等
量
§
g
u
 
冒
g
．
 
 
 

言
n
H
雪
m
a
n
F
r
i
e
d
m
a
n
n
u
．
〇
t
t
O
M
a
n
n
．
H
e
i
d
e
冨
e
r
g
－
W
O
不
 
 
 

明
a
n
g
R
O
t
h
e
く
①
ユ
a
g
こ
浣
¢
－
S
．
N
－
㌢
 
 

（
8
）
 
ベ
ー
タ
ー
・
シ
ョ
ン
デ
ィ
、
『
現
代
戯
曲
の
理
論
』
市
村
仁
、
丸
山
匠
 
 
 

訳
（
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
和
五
四
年
）
一
三
四
ペ
ー
ジ
参
照
。
 
 

（
9
）
 
G
銃
n
t
h
e
r
R
踪
h
－
e
ヨ
訂
罫
顎
ゝ
琴
b
寮
こ
号
官
吏
蒜
－
F
r
a
n
k
叫
u
r
t
a
．
 
 
 

M
．
F
i
s
c
h
e
r
こ
無
声
S
．
金
－
．
 
 

（
1
0
）
 
以
下
「
質
屋
と
花
嫁
と
紳
士
」
は
『
劇
と
評
論
』
昭
和
三
年
一
月
号
に
 
 
 

「
第
一
稿
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
に
よ
り
、
引
用
箇
所
の
ペ
ー
ジ
数
の
 
 
 

み
本
文
中
に
示
す
。
『
平
行
』
は
G
e
O
r
g
K
a
i
s
e
r
u
笥
が
註
内
相
h
r
甲
召
n
 
 
 

宅
巴
t
h
e
r
H
u
d
e
r
｝
F
r
a
n
k
叫
u
r
t
a
．
M
．
：
B
e
ユ
i
n
｝
W
i
昌
－
P
r
O
p
y
詳
n
 
 
 

く
e
ユ
a
g
こ
笥
－
に
よ
り
、
引
用
箇
所
の
指
示
は
『
質
屋
と
…
』
に
同
じ
。
ま
 
 
 

た
、
北
村
小
松
は
、
こ
の
翻
案
に
あ
た
り
、
北
村
喜
八
、
久
保
栄
共
訳
に
よ
 
 
 

る
築
地
の
上
演
台
本
を
参
考
に
し
て
お
り
、
こ
の
翻
訳
は
、
『
世
界
戯
曲
全
 
 
 

集
』
第
十
七
巻
（
世
界
戯
曲
全
集
刊
行
会
、
昭
和
五
年
）
 
に
、
「
或
る
協
定
 
 
 

の
下
に
」
 
（
久
保
栄
、
同
全
集
解
題
）
北
村
喜
八
訳
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
 
 
 

る
。
必
要
あ
る
場
合
は
こ
の
訳
も
検
討
す
る
。
 
 

（
1
1
）
 
こ
の
戯
曲
全
体
で
の
風
俗
的
な
変
更
点
は
、
第
一
幕
第
一
場
で
客
の
持
 
 
 

っ
て
来
る
質
草
が
『
平
行
』
で
は
パ
イ
プ
で
あ
っ
た
も
の
が
銀
盃
に
か
わ
っ
 
 

ヽ
．
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時
の
日
本
の
風
 
 
 

俗
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
い
く
つ
か
例
を
 
 
 

挙
げ
る
。
 
 
 

＜
銀
行
の
倒
産
＞
 
こ
れ
は
第
一
幕
第
一
場
、
二
場
、
l
ニ
場
、
つ
ま
り
三
つ
 
 
 

の
筋
の
全
て
に
出
て
来
る
。
昭
和
二
年
三
月
に
は
じ
ま
る
金
融
恐
慌
を
背
景
 
 
 

と
し
て
い
る
。
 
 
 

＜
青
山
、
高
樹
町
七
百
、
高
樹
町
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
＞
 
単
な
る
地
名
で
あ
 
 
 

る
が
、
野
口
が
時
代
の
先
端
を
行
く
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
ら
し
い
場
所
と
建
物
に
 
 
 

住
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な
集
合
住
宅
は
、
 
 
 

同
潤
会
や
文
化
普
及
会
に
よ
っ
て
大
震
災
後
の
大
正
十
四
、
五
年
か
ら
建
設
 
 
 

が
始
ま
り
、
青
山
、
代
官
山
、
御
茶
の
水
等
に
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
が
作
ら
れ
 
 
 

た
。
 
 
 

＜
む
さ
し
の
館
＞
 
『
平
行
』
で
は
ル
I
と
ノ
イ
マ
ン
が
会
っ
た
場
所
と
し
 
 
 

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
カ
ジ
ノ
で
あ
る
が
、
『
質
屋
と
…
』
で
は
月
番
 
 
 

園
（
第
二
幕
第
一
場
の
舞
台
）
と
「
む
さ
し
の
館
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

「
武
蔵
野
館
」
 
の
名
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
意
味
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
モ
 
 
 

ダ
：
ズ
ム
の
風
俗
と
映
画
と
の
結
び
つ
き
で
あ
る
。
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
の
原
型
 
 
 

と
な
っ
た
の
は
、
ク
ラ
ラ
・
ボ
ウ
や
ル
イ
ー
ズ
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
等
の
映
画
女
 
 
 

優
で
あ
り
、
映
画
館
は
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
の
た
ま
り
填
で
も
あ
っ
た
。
第
二
は
、
 
 
 

野
口
が
や
が
て
映
画
界
に
入
っ
て
行
く
こ
と
の
伏
線
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
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変
更
は
、
第
三
幕
第
一
填
で
女
中
達
が
俳
優
の
話
を
し
て
い
る
（
『
平
行
』
で
 
 
 

は
ボ
ー
イ
達
が
競
馬
の
話
を
し
て
い
る
）
 
の
と
同
じ
よ
う
に
、
楽
屋
落
ち
の
 
 
 

色
彩
も
あ
る
。
 
 

こ
の
他
、
「
円
タ
ク
」
（
第
一
幕
第
一
場
）
「
ロ
シ
ア
人
」
 
－
 
『
平
行
』
で
 
 

マ
マ
 
 
 

は
日
本
人
、
（
第
二
幕
第
一
場
）
「
バ
ッ
ト
、
敷
島
」
「
渦
正
」
（
同
、
第
三
場
）
 
 
 

「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」
の
登
場
 
－
 
『
平
行
』
に
は
な
い
役
の
書
き
込
み
（
第
 
 
 

三
幕
第
一
場
）
「
春
は
馬
車
に
の
っ
て
」
（
同
、
第
二
場
）
 
 

（
1
2
）
 
警
察
署
が
新
聞
社
に
か
え
ら
れ
た
理
由
は
、
後
述
（
第
四
葦
）
す
る
よ
 
 
 

う
に
、
第
三
の
筋
と
第
一
の
筋
と
を
関
係
さ
せ
る
た
め
だ
が
、
こ
の
時
期
（
一
 
 
 

九
二
七
～
八
年
）
が
日
本
に
お
け
る
近
代
的
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
成
立
時
期
 
 
 

と
重
な
る
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
南
博
編
 
 
 

『
大
正
文
化
』
 
（
勤
草
書
房
、
昭
和
三
五
年
）
三
七
八
ペ
ー
ジ
参
照
。
 
 

（
1
3
）
 
例
え
ば
次
の
様
な
台
詞
で
あ
る
。
 
 
 

H
i
e
r
 
r
i
e
c
h
t
、
s
 
n
a
c
h
穴
a
顎
e
e
叫
D
a
s
 
i
s
t
 
e
i
n
e
 
n
i
e
d
e
r
t
r
腎
h
t
i
g
e
 
 
 

h
巴
t
2
n
・
－
c
h
p
r
O
t
2
S
－
i
2
〔
2
g
2
讐
n
F
O
－
t
2
－
W
i
ニ
e
b
e
n
i
m
Z
w
a
n
・
 
 
 

M
a
n
i
e
r
u
n
s
m
i
t
D
已
t
e
n
N
u
r
軋
z
e
n
u
n
d
d
i
e
M
a
t
e
r
i
e
苫
r
N
u
e
芝
一
 
 

N
i
笥
t
e
n
J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
t
二
N
謡
）
・
 
 
 

ま
た
、
こ
の
人
物
の
＜
w
i
r
s
i
n
d
完
r
b
a
u
e
r
t
＞
（
N
0
0
0
0
）
と
い
う
よ
う
な
 
 
 

台
詞
か
ら
、
彼
は
都
会
か
ら
田
舎
に
移
り
住
ん
だ
ら
し
い
と
想
像
さ
れ
る
。
 
 

（
1
4
）
 
浅
野
時
一
郎
『
私
の
築
地
小
劇
場
』
 
（
秀
英
出
版
、
昭
和
四
五
年
）
二
 
 
 

三
六
ペ
ー
ジ
。
 
 

（
1
5
）
 
北
村
小
松
『
猿
か
ら
貰
っ
た
柿
の
種
』
 
（
原
始
社
、
昭
和
二
年
）
 
二
ペ
 
 
 

ー
ジ
。
 
 

（
1
6
）
 
同
、
一
九
九
ペ
ー
ジ
。
 
 

（
1
7
）
 
こ
れ
に
対
応
す
る
『
質
屋
と
…
』
の
台
詞
は
全
く
異
な
二
．
た
も
の
で
あ
 
 
 

る
。
 
 

義
を
見
て
せ
ざ
る
は
勇
な
き
な
り
と
昔
の
人
が
さ
う
云
っ
て
ゐ
る
。
人
間
 
 
 

一
人
、
見
殺
し
に
出
来
る
も
の
か
／
 
俺
は
こ
れ
で
も
人
道
は
心
得
て
ゐ
 
 

る
。
（
七
九
）
 
 

（
1
8
）
 
こ
れ
に
先
立
つ
部
分
で
、
＜
だ
が
、
た
つ
た
一
つ
な
く
し
た
く
な
い
も
 
 
 

の
が
あ
る
。
そ
い
つ
ほ
目
に
見
え
な
い
立
派
な
感
情
の
勝
利
だ
（
一
二
〇
）
＞
 
 
 

（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
の
も
『
平
行
』
の
＜
D
e
n
u
n
s
i
c
h
t
b
a
r
2
n
昏
侶
 
 
 

d
e
s
w
已
n
d
e
r
b
a
r
s
訂
n
G
e
2
h
－
s
（
∽
∽
ご
＞
（
下
線
引
用
者
）
と
い
う
台
 
 
 

詞
か
ら
は
多
少
ズ
レ
が
あ
る
。
原
作
は
、
＜
目
に
は
見
え
な
い
が
、
す
ば
ら
 
 
 

し
い
感
情
を
得
た
こ
と
だ
＞
と
い
う
程
の
意
味
に
取
る
べ
き
だ
ろ
う
が
、
「
勝
 
 
 

利
」
と
し
た
の
は
、
前
記
（
注
1
0
参
照
）
 
「
北
村
喜
八
訳
」
が
＜
う
ん
、
そ
 
 
 

れ
は
不
可
思
議
極
ま
る
感
情
の
冒
に
見
え
な
い
勝
利
だ
＞
（
前
掲
書
五
四
二
 
 
 

ペ
ー
ジ
。
傍
点
引
用
者
）
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
倣
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
 
 

（
1
9
）
 
久
保
栄
も
、
『
読
売
新
聞
』
紙
上
で
二
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
三
回
に
 
 
 

わ
た
っ
て
反
論
を
発
表
し
て
い
る
（
『
久
保
栄
全
集
』
第
五
巻
、
三
一
書
房
、
 
 
 

昭
和
三
七
年
、
所
収
）
。
趣
旨
は
北
村
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
久
保
は
築
 
 
 

地
の
演
出
が
特
に
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
だ
っ
た
と
ほ
言
っ
て
お
ら
ず
、
演
出
方
 
 
 

針
が
作
品
本
来
の
性
格
か
ら
見
て
正
統
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
 
 
 

て
い
る
。
 
 

（
2
0
）
 
こ
れ
は
『
平
行
』
を
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
見
る
北
村
喜
八
の
 
 
 

姿
勢
に
基
づ
い
て
い
る
。
「
舞
毒
技
巧
か
ら
見
た
『
平
行
』
」
（
『
築
地
小
劇
場
』
 
 
 

大
正
一
五
年
、
一
二
月
号
）
 
の
中
で
彼
は
『
平
行
』
の
テ
ー
マ
を
「
人
生
に
 
 
 

対
す
る
抗
議
」
 
で
あ
り
「
お
説
教
」
 
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
 
 

（
2
1
）
 
当
時
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
批
評
や
研
究
の
紹
介
が
積
極
的
に
な
さ
れ
て
 
 
 

お
り
、
翻
案
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
変
更
が
、
表
現
主
義
乃
至
カ
イ
ザ
ー
に
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対
す
る
誤
解
や
無
知
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
 
 

（
2
2
）
 
小
山
内
薫
の
表
現
主
義
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
表
現
主
 
 
 

義
演
劇
と
小
山
内
責
」
 
『
比
較
文
学
・
文
化
論
集
』
第
二
号
（
昭
和
六
〇
年
 
 
 

三
月
）
参
照
。
 
 

（
2
3
）
 
北
村
小
松
の
同
時
期
の
戯
曲
『
猿
か
ら
貰
っ
た
柿
の
種
』
が
労
資
対
立
 
 
 

を
描
い
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
人
道
主
義
的
」
と
は
言
っ
て
 
 
 

も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
派
と
共
通
の
問
題
意
識
を
北
村
ら
が
持
っ
て
い
た
こ
と
は
 
 
 

確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
 
 
 




